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麻布大学、創立１３０周年を迎え、 

教育改革「麻布未来プロジェクト 130」を推進 
麻布大学 

 
麻布大学（学長：浅利昌男、本部：神奈川県相模原市、URL:https://www.azabu-u.ac.jp/）は

2020年（令和 2年）9月 10日に学園として創立 130周年を迎えます。 

本学は、創立 130 周年を機に、教育理念「地球共生系 One Health」を軸とした麻布教育改革プ

ロジェクト『麻布未来プロジェクト 130』に着手して、新しい時代に対応する人材育成の改革を開

始しています。 

 

すでに、本年１月に改革１：「データサイエンス教育の推進」と、本年２月に改革２：「麻布大

学の特色を活かした教育の推進」を公表して実施しています。 

加えて、今回新たに、次の３つの改革の方針を公表します。 

・改革３：初年次教育・キャリア教育の拡充 

・改革４：ゆとりをもった学修日程の設計 

・改革５：市民に開かれた教育の推進 

 

本学は、「人、動物、環境」をテーマに専門的な教育研究を行う理系大学としての特色を活かし

た教育を更に進化させるために、「獣医学」をはじめ、「動物応用科学」「臨床検査学」「食品科学」

「環境科学」の観点から地球共生をテーマに教育・研究体制の充実を推進します。 

 

 
 

 
 
 
 

 

 

 

                            ＜麻布未来プロジェクト１３０＞ 

麻布未来プロジェクト 130 を開始に関して： 
https://www.azabu-u.ac.jp/about/azabu_topics.html 

 
なお、本教育改革の具体的なプログラムは、新型コロナウイルス感染の拡大防止対策を優先し、

準備・実施に一部遅れが生じていますが、今年度中に各改革を順次実施していく予定です。関連

する各プログラムの実施は、後日個別に紹介していきます。 
 

『麻布未来プロジェクト１３０』  ＜5つの改革＞ 

（１）データサイエンス教育の推進          

（２）麻布大学の特色を活かした教育の推進  

（３）初年次教育・キャリア教育の拡充        

（４）ゆとりをもった学修日程の設計  

（５）市民に開かれた教育の推進       

★改革３

初年次教育・キャリア
教育の充実

★改革４

ゆとりをもった学修日程
の設計

★改革５

市民に開かれた教育
の推進

★改革１

データサイエンス教育
の推進

★改革２

麻布大学の特色を
活かした教育の推進

https://www.azabu-u.ac.jp/
https://www.azabu-u.ac.jp/about/azabu_topics.html


 
 

★改革３：初年次教育・キャリア教育の拡充 
本学は「人、動物、環境」をテーマに専門的な教育研究を行う理系大学として、現場で学ぶフ

ィールドスタディ及び資格共通化プラットフォームなどの学部学科の特性を活かした教育を更に

進化させていきます。 
高校から大学の学びの導入・接続教育も重視して、大学生としての必要な基礎スキルの修得、

専門教育を受けるために必要な基礎的な知識スキルの修得を充実させます。また、データサイエ

ンス教育プログラム、地球共生系科目群の履修などにより学習の幅を広げつつ、実践的な実習を

重視した教育を展開し、学生のキャリア形成を支援する教育を実施していきます。 
さらに、国家試験受験資格以外に、食品や環境、動物などに関わる各種の資格取得に関して、

学部・学科の枠を越えて、資格を取得できる環境を整備して、卒業後のキャリア形成の支援を強

化していきます。 
 
★改革４：ゆとりをもった学修日程の設計 

本学では、学生に十分な学習機会を与えるために、基本単位 2 単位の授業では 1 日当たり 2 コ

マの 50 分授業を半期「15 回」実施してきました。しかし、学生は講義以外にも学内外の実習、

研究室での卒業研究により過密な日程となっており、現行の日程ではサークル・部活動、インタ

ーンシップなど、課外活動を行いにくい状態にありました。そこで、2021年度から授業期間を現

行の半期「15回」から「14 回」へ短縮し、学生がゆとりをもった日程で、講義以外の様々な学び

にも積極的に取り組み、学生生活をより充実したものにしていきます。 

（例）アクティブラーニング型授業の展開：「社会連携型の PBL（Project Based Learning）」 

 
★改革５ 市民に開かれた教育の推進 
 本学では人・動物・環境に関する教育・研究を実施しており、それにより本学に蓄積された豊

かな人材と研究成果を広く社会に公表して社会貢献するという趣旨で、『麻布大学発の教育セミ

ナー』を開催してきました。また、社会情勢が大きく変化している中、社会人再教育を行うリカ

レント教育へのニーズが高まっています。 

 これらの実績と状況をふまえて、市民公開型セミナーとリカレント教育を強化・拡充していく

予定です。具体的な開催プログラム等は現在準備中で、後日公表していきます。 

 

【市民公開型セミナーの実施】例 

① 市民大学「麻布大学コース」（獣医学部、生命・環境科学部の共催）の開催 

② 小動物臨床セミナー（麻布大学附属動物病院主催）の開催 

③ 「麻布獣医学会」「麻布大学教育セミナー」の開催（獣医学部主催） 

④ 「麻布環境科学会」の開催（生命・環境科学部主催） 

【リカレント教育の実施】例 

①生命・環境科学部食品生命科学科において、農林水産省の「日・アセアン食産業人材育成プ

ロジェクト」に協力して、ベトナム国立農業大学（ハノイ）において現地の学生や社会人等

の受講生を対象に HACCP研修を実施 

②生命・環境科学部食品生命科学科において「HACCPシステム管理者養成研修」（正規授業科目）

への卒業生、社会人の受講受け入れ（2020年度～） 



 
 

＜関連情報＞ 
●本学卒業生の実績の紹介 

本学は、この十年間の実績として、獣医師国家試験の合格者を計 1,277 名輩出しており、

近年では国内の獣医系大学として最多となる獣医師資格者が卒業して動物病院や獣医療の分

野で活躍しています。さらに、臨床検査技師国家試験では計 657 名の合格者の実績があり、

関東圏をはじめ各地の医療機関等で、チーム医療を担う医療従事者として多くの卒業生が活

動しています。 
 
●麻布未来プロジェクト関連のプレスリリース 
①麻布大学、創立 130 年を機に、「麻布未来プロジェクト１３０」を開始（2020.1.22 発） 
https://www.azabu-u.ac.jp/files/bdff5f909c9373a942c4be99ba7adadf.pdf 
 
②麻布大学、「麻布未来プロジェクト 130」で全学共通科目「地球共生系教育科目群」を設置

（2020.2.14 発） 
https://www.azabu-u.ac.jp/files/6c98b3b8e22483d4a80d9a1b4d744629.pdf 
 
●麻布大学について 

本学は、獣医学部（獣医学科、動物応用科学科）と生命・環境学部（臨床検査技術学科、食品

生命科学科、環境科学科）の 2 学部 5 学科と大学院（獣医学研究科と環境保健学研究科）の

教育体制に、学部生：2,519 名、大学院生：91 名が学んでいます（2019 年 5 月 1 日現在）。 
１つのキャンパス内（神奈川県相模原市）で、人・動物・環境に関する教育・研究を実施し

ている国内唯一の大学です。 
 
 

＜参考情報＞ 
●麻布大学の沿革 

https://www.azabu-u.ac.jp/about/history.html 
●麻布大学の概要 

https://www.azabu-u.ac.jp/about/feature02.html 
 
 
 
●本件のお問い合わせ先  
麻布大学 広報課 担当：栗末、有嶋 
・電話：042-769-2032、メール：koho@azabu-u.ac.jp 
・HP  https://www.azabu-u.ac.jp/ 
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